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NetVault Bare Metal Recovery for    
NetVault Backup サーバ － はじめに   

• NetVault Bare Metal Recovery for NetVault Backup サーバについて

• NetVault Bare Metal Recovery について

NetVault Bare Metal Recovery for 
NetVault Backup サーバについて
Quest® NetVault® Bare Metal Recovery for Quest® NetVault® Backup サーバー は、 特別にパッ ケージ されたバー

ジ ョ ンの NetVault Bare Metal Recovery です。 ローカル接続されたテープ ・ ベース ・ デバイスを使用し て、

x86/x86-64 ベース ・ オペレーテ ィ ング ・ システムで稼働中の NetVault Backup Server に対し、 オフ ラ イ ンによ

るベア ・ メ タル保護を提供し ます。 NetVault Backup Server の Bare Metal Recovery （BMR） イ メ ージは、

NetVault Backup Server、 Plug-in Server、 および drdaemon プロセス と と もにプ リ ロー ド された CD から取得

し ます。 これによ り、 NetVault Backup Server のデ ィ ザス タ ・ リ カバリが必要な場合など、 リ カバリ用にダイ レ

ク ト 接続されたテープベース ・ ラ イブ ラ リ、 ス タ ン ド アローン ・ テープ ・ ド ラ イブ等へ BMR イ メ ージを転送す

る こ とができます。

NetVault Bare Metal Recovery for NetVault Backup サーバ ：

• サーバーのバッ クア ッ プが可能ですが、 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページの機能のよ う なネ ッ ト ワーク関連機
能へのアクセスはサポー ト されていません。

• ネ ッ ト ワーク ・ フ ァ イル ・ システム （NFS） で作成された仮想テープ ・ ラ イブラ リ （VTL） の使用をサ

ポー ト し ます。 Linux ベースの NFS マウン ト の作成についての情報は、 ご使用の Linux のマニュアルを

参照し て く だ さい。 VTL の作成についての情報は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・

ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

• Red Hat Enterprise Linux （RHEL） のバージ ョ ン 7、 CentOS、 および Quest GigaOS を使用し ます。

• 共有 VTL （SVTL） や NetVault ® SmartDisk はサポー ト し ていません。

重要： プリロードされたNetVault Backup ServerはNetVault Backup 11.4.5を使用します。このプリロード・

バージョンのNetVault Backup Serverは、NetVault Backup v8.2.2およびそれ以降を使用しているNetVault
Backup Serverを保護およびリカバリできます。
Quest NetVault Bare Metal Recovery for Quest NetVault Backup サーバー 12.0 ユーザーズ ・ ガイ ド
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オフ ラ イ ンによるバッ クア ッ プ手順の概要
ベア ・ メ タル ・ リ カバリ を行う ために NetVault Backup Server のオフ ラ イ ン ・ バッ ク ア ッ プを実行するには、 以

下の手順に従います。

• NetVault Bare Metal Recovery for NetVault Backup サーバ CD を使用し てマシンを起動し ます。

• NetVault Backup Web ベースのユーザー ・ イ ン ターフ ェ イス （WebUI） と drdaemon プロセスが別個に

起動されている こ と を確認し ます。

• NetVault Backup WebUI から、 ローカル ・ ア タ ッ チ ド ・ デバイスを検知し追加し ます。

• バッ クア ッ プ用の専用メ デ ィ アを選択し ます。

• バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを作成し て実行し ます。

詳細は、 「オフ ラ イ ン ・ バッ クア ッ プの実行」 を参照し て く だ さい。

オフ ラ イ ンによる リ カバリ手順の概要
NetVault Backup Server のオフ ラ イ ンによるベア メ タル ・ リ カバリ を行う には、 以下の手順に従います。

• NetVault Bare Metal Recovery for NetVault Backup サーバ CD を使用し て ターゲッ ト ・ マシンを起動し ま

す。

• NetVault Backup WebUI と drdaemon プロセスが別個に起動されている こ と を確認し ます。

• ローカル ・ ア タ ッ チ ド ・ テープ ・ ラ イブ ラ リ またはス タ ン ド アロン ・ テープ ・ ド ラ イブを検知し て追加
し ます。

• バッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスを含む DR ターゲッ ト ・ メ デ ィ アをスキャ ンおよびイ ンポー ト し て、

NetVault Database を再構築し ます。

• ターゲッ ト ・ デ ィ スクが利用可能である こ と を確認し ます。

• リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを作成し て実行し ます。

詳細は、 「オフ ラ イ ン ・ リ カバリの実行」 を参照し て く だ さい。

NetVault Bare Metal Recovery について
NetVault Bare Metal Recovery は、 サポー ト されるすべての NetVault Backup Client のオペレーテ ィ ング ・ シス

テム （OS）、 アプ リ ケーシ ョ ン、 システム設定、 パーテ ィ シ ョ ン情報、 データ を含むシステム全体を リ カバリす

る機能を備えた、 統合型ベア ・ メ タル ・ リ カバリ ・ ソ リ ューシ ョ ンです。 NetVault Bare Metal Recovery では、

オフ ラ イ ン / コールド ・ バッ クア ッ プまたはオン ラ イ ン / ホ ッ ト ・ バッ クア ッ プのいずれによ ってもベア ・ メ タ

ル ・ リ カバリ を提供し ます。

NetVault Bare Metal Recovery は、 NetVault Backup と統合されます。 NetVault Bare Metal Recovery に含まれる

2 つのコ ンポーネン ト （プラグイ ン） は、 それぞれ専用形式のデ ィ ザス タ ・ リ カバリ ・ バッ クア ッ プを提供し ま

す。 また、 第 3 のコ ンポーネン ト は、 対象と なる DR Client でバッ クア ッ プやリ ス ト アを準備するための基本

OS と し て機能し ます。

NetVault Bare Metal Recovery には、 以下のテ クニカル ・ コ ンポーネン ト が含まれます。

• Plug-in Server

• Plug-in Offline Client for x86/x86-64 Client

以下の ト ピ ッ クでこれらのコ ンポーネン ト について簡単に説明し ます。
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Plug-in Offline Client for Linux について
Plug-in Offline Client for Linux は、 ブロ ッ ク単位のバッ クア ッ プおよびリ ス ト ア方式でシステムを完全にリ カ

バリ し ます。 このブロ ッ ク単位の処理では、 システムがオフ ラ イ ンにな り、 使用不可にな り ます。 このプロセス
は、 以下の場合に使用し ます。

• バッ クア ッ プ ： オフ ラ イ ン ・ バッ クア ッ プは、 システムのすべての要素 （OS、 アプ リ ケーシ ョ ン、 シス

テム設定など） をバッ クア ッ プ し ます。 このプロセスは、 使用準備ができた設定済みの新しいシステム
に適し ています。

• リ ス ト ア ： オフ ラ イ ン ・ リ ス ト アは、 OS が機能し ていないマシンを以前の状態に完全に リ ス ト アする場

合に使用し ます。

Plug-in Offline Client には、 VaultOS と呼ばれる コ ンポーネン ト が含まれます。 VaultOS は、 ターゲッ ト の障害

復旧ク ラ イアン ト ・ システムを起動するための最小限の OS です。 ターゲッ ト の障害復旧ク ラ イアン ト ・ システ

ムでバッ クア ッ プまたはリ ス ト ア準備を行います。 この最小限の OS は、 ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト を起動し、

対応するすべてのデバイス ・ ド ラ イバをロー ド し て、 そのハー ド ・ ド ラ イブをバッ クア ッ プまたはリ ス ト アに適
し た状態に維持し ます。

Plug-in Server について
Plug-in Server は NetVault Backup Server 内にあ り、 Plug-in Offline Client を使用し て、 ターゲッ ト ・ ク ラ イ

アン ト のバッ クア ッ プ と リ カバリ を可能にし ます。
Quest NetVault Bare Metal Recovery for Quest NetVault Backup サーバー 12.0 ユーザーズ ・ ガイ ド          
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2

オフ ラ イ ン ・ バッ クア ッ プの実行

• NetVault Bare Metal Recovery for NetVault Backup サーバの起動

• ローカル接続されたラ イブ ラ リの追加

• NFS で作成された VTL の追加

• BMR ターゲッ ト ・ メ デ ィ アの選択

• ソース NetVault Backup Server のバッ クア ッ プ

Windows Server 2012 ベースの仮想マシ

ンの使用
VMware 仮想マシン （VM） が Windows Server 2012 または 2012 R2 ベースの場合に、 E1000 アダプ タ を使用す

るには、 VMware 設定フ ァ イルを更新し ます。

1 VMware 設定フ ァ イルを見つけて開きます。

このフ ァ イルは、 仮想マシンを作成し たデ ィ レ ク ト リ にあ り ます。 例 ： C:\Documents and Settings\My 
Documents\My Virtual Machines\<machine>\*.vmx。

2 E100OE エン ト リ を見つけて、 E1000 に変更し ます。

3 .vmx フ ァ イルを保存し て閉じ ます。

NetVault Bare Metal Recovery for 
NetVault Backup サーバの起動
NetVault Backup Server のオフ ラ イ ン ・ バッ クア ッ プを実行する前に、 NetVault Bare Metal Recovery for 
NetVault Backup サーバ CD を作成し てそこから起動し ます。

1 ブ ラ ン ク CD に NetVault Bare Metal Recovery for NetVault Backup サーバの 「.iso」 フ ァ イルを書き込み

ます。

2 ステ ッ プ 1 で作成し た CD を使用し てサーバーを起動し ます （USB ポー ト で接続されている場合、 ポー

ト で 3.0 以前のバージ ョ ンのプロ ト コルを使用する必要があ り ます）。
Quest NetVault Bare Metal Recovery for Quest NetVault Backup サーバー 12.0 ユーザーズ ・ ガイ ド          

オフ ラ イ ン ・ バッ クア ッ プの実行
7



各種アプ リ ケーシ ョ ンがシステム ・ メ モ リ にロー ド される際に、 一連のダイアログ ・ ボ ッ クスが表示さ
れます。 最初のロー ド ・ シーケンスには数分かかる こ とがあ り ます。 その間、 画面には何も表示されま
せん。

デフ ォル ト では、 イ ン ターネ ッ ト ・ プロ ト コル ・ バージ ョ ン 4 （IPv4） および IPv6 の設定に DHCP が使

用されます。 ネ ッ ト ワーク設定を変更する場合は、 次の手順に従います。

a デスク ト ッ プの NetCFG アイ コ ンをダブルク リ ッ ク し ます。

b ［ネ ッ ト ワーク接続］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示されたら、 変更する接続を選択し、 ［編集］ を
ク リ ッ ク し ます。

c ［IPv4 設定］ タ ブを ク リ ッ ク し、 ［方法］ リ ス ト から ［手動］ を選択し て、 ［追加］ を ク リ ッ ク し、

該当する フ ィ ールド に、 IP、 ネ ッ ト マスク、 およびゲー ト ウ ェ イ ・ ア ド レスを入力し ます。 ［DNS
サーバー］ フ ィ ールドは空白のままにし ます。

d ［IPv6 設定］ タ ブを ク リ ッ ク し、 ［方法］ リ ス ト から ［手動］ を選択し て、 ［追加］ を ク リ ッ ク し、

該当する フ ィ ールド に、 IP、 プレ フ ィ ッ クス、 およびゲー ト ウ ェ イ ・ ア ド レスを入力し ます。

［DNS サーバー］ フ ィ ールドは空白のままにし ます。

e 完了し たら、 ［保存］ を ク リ ッ ク し て ［ネ ッ ト ワーク接続］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに戻り、 ［閉じ
る］ を ク リ ッ ク し ます。

3 マルチパス ・ サポー ト を有効にし たい場合は、 以下の手順を実行し ます。

a NetVault Bare Metal Recovery Daemon プロセスのター ミ ナル （コマン ド ・ プロンプ ト ） で、

<Ctrl+C> を押し てプロセスを停止し ます。

b 新しい NetVault Bare Metal Recovery Daemon プロセス ・ ター ミ ナルを開 く には、 デスク ト ッ

プのター ミ ナルのアイ コ ンをダブルク リ ッ ク し ます。

c コマン ド ・ プロンプ ト で以下のコマン ド を入力し ます。

cd /vaultos_file
./drdaemon -o mpath

NetVault Bare Metal Recovery for NetVault Backup サーバのデスク ト ッ プには、 以下のアイ コ ンがあり ます。 こ

れらのアイ コ ンをいつでも必要な と きにク リ ッ ク し て、 さ まざまなコ ンポーネン ト にアクセスする こ とができま
す。

重要： お使いの環境にDHCP（Dynamic Host Configuration Protocol）サーバが設定されていない場

合、NetVault Backup Serverと通信するためdrdaemonに静的IPアドレスが必要になります。DHCP
サーバーがない場合は、IPアドレスを手動で設定する必要があります。 

 
NetVault Backup Serverに対して同時に複数のNetVault Bare Metal Recoveryインスタンスを実行して

いるときに、任意のインスタンスでNetVaultサービスを停止すると、同一NVBUマシン名を持つそ

の他のインスタンスでもサービスが停止する場合があります。このような干渉を防ぐには、
VaultOSクライアントの起動プロンプトでTabキーを押し、起動プロセスを中断してから、カーネ

ル引数を使用して各インスタンスについて固有のホスト名を入力します（例：
「hostname=samplehost1」）。

重要： バックアップおよびリストア操作中に使用できるネットワーク・インターフェイスは
1つだけです。

メ モ ： -o mpath および -p port_number オプシ ョ ンは併用する こ とができます。
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次の手順では、 NetVault Backup を使用し てローカル接続されたテープ ・ ラ イブ ラ リ またはス タ ン ド アロン ・

テープ ・ デバイスを検知し て追加し ます。 次の ト ピ ッ クではラ イブ ラ リの手動または VTL の使用による追加手

順について説明し ます。 手順の詳細については、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を

参照し て く だ さい。

ローカル接続されたラ イブ ラ リの追加
1 NetVault Backup WebUI の ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［デバ

イス追加］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［テープ ラ イブラ リ / メ デ ィ ア チ ェ ンジャ］ オプシ ョ ンを選択し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［NetVault Backup Client］ のリ ス ト で、 ターゲッ ト ・ デバイスに物理的に接続されている ク ラ イアン ト

を選択し ます。

デバイスが複数のク ラ イアン ト に接続されている場合、 ラ イブ ラ リ ・ コ ン ト ローラ と し て指定する ク ラ
イアン ト を選択し ます。

4 選択し たク ラ イアン ト をスキャ ン し て、 接続されているデバイスを リ ス ト するには、 ［次へ］ を ク リ ッ ク
し ます。

5 ［ラ イブ ラ リ選択］ テーブルで、 追加するデバイスを選択し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

テープ ・ ド ラ イブが検出され、 該当するス ト レージ ・ ベイに割り当てられる と、 メ ッ セージが表示され
ます。

デフ ォル ト の設定を使用する場合は、 これ以上の処理は必要あ り ません。 設定ウ ィ ザー ド を終了できま
す。

NFS で作成された VTL の追加
1 NetVault Bare Metal Recovery for NetVault Backup サーバが起動し た後で、 usr/netvault/config デ ィ レ ク

ト リ に変更し ます。

2 diskdevices.cfg フ ァ イルを開き、 [libraries] ス タ ンザを検索し ます。

3 [libraries] ス タ ンザの後に、 以下の行を入力し ます。

location=/nfs-mount-dir/library-name

4 [drives] ス タ ンザを検索し、 次の行を挿入し ます。

location=/nfs-mount-dir/library-name/drives/1

5 複数のド ラ イバがある場合は、 [drives] ス タ ンザの後にさ らに行を入力し ます。

location=/nfs-mount-dir/library-name/drives/2
location=/nfs-mount-dir/library-name/drives/3
…

6 フ ァ イルを保存し て閉じ ます。

表1. アイコン

アイコン 説明

NetVault Backup：このアイコンをクリックすると、NetVault Backup WebUIが起動します。

drdaemon：このアイコンをクリックすると、drdaemonインターフェイスが起動します。
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7 NetVault Backup WebUI の ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［デバ

イス追加］ を ク リ ッ ク し ます。

8 ［仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ / メ デ ィ ア ・ チ ェ ンジャ］ オプシ ョ ン と ［以前生成された仮想デバイスを再追

加］ オプシ ョ ンを選択し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

9 以前に追加し た VTL が表示された後で、 必要に応じ て ド ラ イブを追加し ます。

BMR ターゲ ッ ト ・ メ デ ィ アの選択
次のステ ッ プで、 バッ クア ッ プ用に専用 BMR ターゲッ ト ・ メ デ ィ アを選択し ます。 ターゲッ ト ・ セ ッ ト を作成

するには、 以下の手順に従います。

1 NetVault Backup WebUI の ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ま

す。

2 ［ターゲッ ト ・ ス ト レージ］ の隣り にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［デバイス ・ セレ クシ ョ ン］ を ク リ ッ ク し て、 適切なデバイスを選択し ます。

4 ［メ デ ィ ア ・ オプシ ョ ン］ を ク リ ッ ク し て、 目的のオプシ ョ ンを選択し ます。 「BMRMedia」 などのユー

ザー定義ラベル文字列を ［メ デ ィ ア ・ ラベル］ フ ィ ールド に入力し ます）。

5 ［メ デ ィ ア共有］ を ク リ ッ ク し て、 適切なオプシ ョ ンを選択し ます。

6 セ ッ ト を保存するには ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに名前を入
力し、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 英語以外の文字を含める こ とはできません。
Linux の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows の場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべて

のプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

ソース NetVault Backup Server のバッ ク

ア ッ プ
サーバーをバッ クア ッ プするには、 以下の ト ピ ッ クで説明する手順を完了する必要があ り ます。

• オフ ラ イ ン ・ バッ クア ッ プの前提条件

• バッ クア ッ プ完了処理の実行

オフ ラ イ ン ・ バッ クア ッ プの前提条件
Plug-in Server を使用し てバッ クア ッ プする前に、 以下の ト ピ ッ クで前提条件の詳細を確認し ます。

注意： バックアップとリストアでシステム・デバイスに違いがなくとも、ディスクの順番が異なる場合が
あります。このため、名前を変更せずにデータのリストアを実行すると、ディスク内に保存されていた既
存データがすべて失われます。バックアップとリストアにおける物理ディスクの情報を比較するには、
バックアップ時にディスク・ジオメトリとディスク・サイズをメモします。
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ディスク・ジオメトリおよびデバイス・サイズの確認
NetVault Backup Server のハー ド ・ ド ラ イブの任意部分をバッ クア ッ プする前に、 選択し た ド ラ イブのデ ィ ス

ク ・ サイズとデ ィ スク ・ ジオ メ ト リ を メ モ し ておきます。 これらのアイテムを考慮し ないと、 リ ス ト アに失敗す
る場合があり ます。

ドライブ・ディスク・サイズとディスク・ジオメトリをメモする方法の例

ク ラ イアン ト のド ラ イブが 3 つのパーテ ィ シ ョ ンに分かれています。 プラ イマ リ ・ パーテ ィ シ ョ ンは 10GB で、

第 1 論理パーテ ィ シ ョ ンは 7GB、 第 2 論理パーテ ィ シ ョ ンは 3GB です。 Plug-in Server を使って第 1 論理パー

テ ィ シ ョ ンのバッ クア ッ プを行います。 ハー ド ・ ド ラ イブの不具合後にシステムを リ ス ト アする場合は、 第 1 論

理パーテ ィ シ ョ ンを リ ス ト アする際に、 正確なパーテ ィ シ ョ ン （第 1 論理パーテ ィ シ ョ ン） と し て リ ス ト アする

必要があり ます。 このよ う にし ないと、 リ ス ト アは失敗し ます。

1 ［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページを開き、 NetVault Backup Server （Plug-in Server が含まれてい

るシステム） をダブルク リ ッ ク し て開きます。

2 Plug-in Server をダブルク リ ッ ク し て開きます。

3 プ ラグイ ンの下に表示された該当する 「self」 ノ ー ド をダブルク リ ッ ク し、 そのク ラ イアン ト に格納され

ているデ ィ スク を表示し ます。

4 デ ィ スク ・ ジオ メ ト リ を判断するには、 目的のデ ィ スク を ク リ ッ ク し、 メ ニューから ［デ ィ スク ・ ジオ
メ ト リ］ を選択し ます。

［デバイス ・ ジオ メ ト リの表示］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示され、 選択し たデ ィ スクのパーテ ィ シ ョ ン
構造の詳細が表示されます。

▪ ［パーテ ィ シ ョ ン］ ： 各パーテ ィ シ ョ ンが、 番号とパーテ ィ シ ョ ンの種類別に表示されます。

▪ ［アク テ ィ ブ］ ： パーテ ィ シ ョ ンの現在の稼働状態 （［はい］ または ［いいえ］） を表示し ます。

▪ ［Start Cyl］ ： 各パーテ ィ シ ョ ンの起点 （シ リ ンダ） を表示し ます。

▪ ［End Cyl］ ： 各パーテ ィ シ ョ ンの終点 （シ リ ンダ） を表示し ます。

▪ ［サイズ］ ： 各パーテ ィ シ ョ ンのサイズを表示し ます。

▪ ［タ イプ］ ： パーテ ィ シ ョ ンの種類を表示し ます。

5 この情報を メ モ し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

6 デ ィ スクの全体的なサイズを判別するには、 目的のデ ィ スク を ク リ ッ ク し、 コ ンテキス ト ・ メ ニューか
ら ［デ ィ スク ・ サイズ］ を選択し ます。

［デ ィ スク ・ サイズ］ ダイアログ ・ ボ ッ クスが表示され、 選択し たデ ィ スクのサイズの詳細が表示されま
す。

▪ ［デバイス］ ： デ ィ スクの番号と タ イプを表示し ます。

▪ ［サイズ］ ： 選択し たデ ィ スクのサイズを表示し ます。

7 この情報を メ モ し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

バッ クア ッ プ完了処理の実行
これで NetVault Backup Server のバッ クア ッ プ実行準備ができま し た。 バッ ク ア ッ プを実行するには、 以下の ト

ピ ッ クで説明する手順に従います。

• バッ クア ッ プ対象データの選択

• バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの設定

• バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行
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バッ クア ッ プ対象データの選択
バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを作成するには、 セ ッ ト （バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 、 バッ クア ッ プ ・ オプ
シ ョ ン ・ セ ッ ト 、 スケジュール ・ セ ッ ト 、 ターゲッ ト ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト ） を使用する必要があ り
ます。 詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

［ガイ ド付き設定］ リ ン クからウ ィ ザー ド を開始する こ と もできます。 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガ
イ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ ページで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］

を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

ジ ョ ブの進捗状況の監視やデータのリ ス ト ア時にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を
割り当てます。 ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 英語以外の文字を含める こ
とはできません。 Linux の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows の場合、 長さ制限はあ り ません。

ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

3 ［選択］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

4 Plug-in Server （「VaultDR APM」 のラベル付き） をダブルク リ ッ ク し て開きます。

5 ［self］ ノ ー ド をダブルク リ ッ クする と、 この NetVault Backup Server にあるすべてのデ ィ スク ・ デバイ

スの情報が表示されます。

デ ィ スク をダブルク リ ッ クする とデ ィ スクが開きます。 各パーテ ィ シ ョ ンが表示され、 バッ クア ッ プ用
に選択できる状態にな り ます。

6 バッ クア ッ プ用に、 シングル ・ デ ィ スク、 すべてのデ ィ スク、 すべてのパーテ ィ シ ョ ン、 または各デ ィ
スクのシングル ・ パーテ ィ シ ョ ンを選択し ます。

7 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに名前を入力し、 ［保存］ を ク リ ッ
ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 英語以外の文字を含める こ とはできません。
Linux の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows の場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべて

のプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの設定
次の手順には、 バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト の作成が含まれています。

1 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［デ ィ スク ・ ロー ・ モー ド］、 ［圧縮］ のいずれか、 または両方を選択し ます。

▪ ［デ ィ スク ・ ロー ・ モー ド］ ： このオプシ ョ ンを選択する と、 選択し たハー ド ・ ド ラ イブのすべて
のパーテ ィ シ ョ ン情報が無視され、 デ ィ スク ・ イ メ ージ全体のバッ クア ッ プがビ ッ ト 単位で実行
されます。 このバッ クア ッ プを リ ス ト アする際も、 ビ ッ ト 単位でデータ転送が行われるため、
ターゲッ ト ・ ド ラ イブを フ ォーマ ッ ト し た り、 パーテ ィ シ ョ ンを削除し た りする必要はあ り ませ
ん。

以下のような場合、［ディスク・ロー・モード］を使用します。

▫ 選択し たハー ド ・ ド ラ イブにパーテ ィ シ ョ ン ・ テーブルがない場合

▫ NetVault Bare Metal Recovery がパーテ ィ シ ョ ン ・ テーブルを認識できない場合

▫ MBR およびパーテ ィ シ ョ ン以外のデータ もバッ クア ッ プする場合 （たと えば、 ダイナ ミ ッ

ク ・ デ ィ スクなど）。

ヒント： 既存のセットを使用するには、［バックアップ・ジョブ作成］をクリックして、［選択］リストか
らセットを選択します。
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▪ ［圧縮］ ： バッ クア ッ プの際に NetVault Backup Server 上のデータ を転送前に圧縮するには、 この

オプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンによ り、 データ転送時の全体的なネ ッ ト ワーク ・ ト ラ
フ ィ ッ クが低減されます。 また、 バッ クア ッ プの格納に必要な メ デ ィ アの容量も少な く な り ます。
このオプシ ョ ンは特に、 パーテ ィ シ ョ ンに大容量の未使用スペースがある場合に特に便利です。
このオプシ ョ ンを選択する と通常、 ネ ッ ト ワーク ・ ベースまたはテープ ・ ラ イブ ラ リ ・ ベース圧
縮機能を使用するよ り も よい圧縮結果が得られます。

3 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 セ ッ ト を保存し ます。

4 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 セ ッ ト の名前を指定し て、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 英語以外の文字を含める こ とはできません。
Windows の場合は長さ制限はあ り ませんが、 40 文字以内に収める こ と をお勧めし ます。

バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行
最終ステ ッ プには、 ［スケジュール］、 ［ターゲッ ト ・ ス ト レージ］、 および ［詳細設定］ ページの追加オプシ ョ ン
設定、 ジ ョ ブの実行、 および ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ と ［ログ参照］ ページからの進捗状況の監視が含まれてい
ます。 これらのページ とオプシ ョ ンは、 すべての NetVault Backup プラグイ ンに共通し ています。 詳し く は、

『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

1 ［ターゲッ ト ・ ス ト レージ］ オプシ ョ ンの隣り にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［メ デ ィ ア ・ オプシ ョ ン］ を ク リ ッ ク し、 ［MID］ を選択し てから、 テキス ト ・ ボ ッ クスにラベルを入力し

ます。

これは、 ［メ デ ィ ア ・ プロパテ ィ ］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで先ほど指定し た ターゲッ ト ・ メ デ ィ アのラベ
ル （例 ： BMRMedia） です。

3 ［設定］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［スケジュール］ および ［詳細設定］ リ ス ト を使って、 その他の必要なオプシ ョ ンを設定し ます。

5 ［保存］ と ［実行］ のどち らか適切なほう を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。
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3

オフ ラ イ ン ・ リ カバリの実行

• オフ ラ イ ン ・ リ カバリの前提条件

• NetVault Bare Metal Recovery for NetVault Backup サーバの起動

• NetVault Database へのイ ンデッ クスのイ ンポー ト

• リ ス ト ア先デ ィ スクへのアクセス と可用性の検証

• ソース NetVault Backup Server のリ カバリ

オフ ラ イ ン ・ リ カバリの前提条件
NetVault Backup Server を リ カバリする前に、 次の条件を満た し ている必要があり ます。

• 新規デ ィ スク、 またはすべての既存パーテ ィ シ ョ ンを削除し た既存デ ィ スク を用意。

• VM が Windows Server 2012 または 2012 R2 ベースの場合に、 E1000 アダプ タ を使用するには、

VMware 設定フ ァ イルを更新し ます。 詳細は、 「Windows Server 2012 ベースの仮想マシンの使用」 を参

照し て く だ さい。

バッ クア ッ プ時とは異なるデ ィ スク番号でのリ ス
ト ア実行

バッ クア ッ プ中に ド ラ イブに割当られたデ ィ スク番号とは異なる番号がリ ス ト ア時に使用される場合があ り ま
す。 この問題に対処するには、 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページに表示されるデ ィ スク ID とデ ィ スクの順番

を メ モ し、 Plug-in Offline Client を使用し て リ ス ト アの対象と なるマシンを起動し てから、 デ ィ スクの順番が異

なるかど うかを メ モする必要があり ます。 デ ィ スクの順番が異なる場合はデータ消失を防ぐため、 リ ス ト ア処理
の際に ［名前変更］ オプシ ョ ンを使用し ます。

デ ィ スクの順番が異なっているかど うかを識別するには、 以下の手順を実行し ます。

1 NetVault Backup Server の NetVault Backup WebUI の ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ

作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から ［Plug-in 
Server］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト ・ テーブルで、 目的のセーブセ ッ ト をダブルク リ ッ ク し て開きます。

4 以前にバッ クア ッ プ し たク ラ イアン ト ・ マシンが表示されます。 そのク ラ イアン ト ・ マシンをダブルク
リ ッ ク し て開き、 バッ クア ッ プ し たデ ィ スク を表示し ます。

5 各デ ィ スク横に表示される括弧内の情報を メ モ し ます。

注意： バックアップとリストアでシステム・デバイスに違いがなくとも、ディスクの順番が異なる場合が
あります。このため、名前を変更せずにデータのリストアを実行すると、ディスク内に保存されていた既
存データがすべて失われます。バックアップとリストアにおける物理ディスクの情報を比較するには、
バックアップ時にディスク・ジオメトリとディスク・サイズをメモします。詳細は、「バックアップ時とは
異なるディスク番号でのリストア実行」を参照してください。
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6 Plug-in Offline Client を使用し て リ ス ト アの対象と なる NetVault Bare Metal Recovery for NetVault 
Backup サーバ Client を起動し た後、 NetVault Backup Server にアクセス し、 ［NetVault Backup セレ ク

シ ョ ン］ ページを開きます。

7 ク ラ イアン ト をデ ィ スク レベルまで ド リルダウン し、 現在のデ ィ スクの順番を メ モ し ます。

順番が異なる場合は、 リ ス ト アの際に ［名前変更］ オプシ ョ ンを使用し ます。

NetVault Bare Metal Recovery for 
NetVault Backup サーバの起動
リ カバリ ・ プロセスでは、 まず、 NetVault Bare Metal Recovery for NetVault Backup サーバ CD を使用し てマシ

ンを起動し ます。 このプロセスには、 以前のオフ ラ イ ン ・ バッ クア ッ プ ・ プロセス中に作成された CD が必要で

す。

1 NetVault Bare Metal Recovery for NetVault Backup サーバの起動で作成し た CD を使用し てサーバーを起

動し ます （USB ポー ト で接続されている場合、 ポー ト で 3.0 以前のバージ ョ ンのプロ ト コルを使用する

必要があり ます）。

サーバーが X グラ フ ィ カル ・ マルチユーザー ・ モー ド で起動し、 NetVault Backup と drdaemon プロセス

が起動し ます。

2 マルチパス ・ サポー ト を有効にし たい場合は、 以下の手順を実行し ます。

a NetVault Bare Metal Recovery Daemon プロセスのター ミ ナル （コマン ド ・ プロンプ ト ） で、

<Ctrl+C> を押し てプロセスを停止し ます。

b 新しい NetVault Bare Metal Recovery Daemon プロセス ・ ター ミ ナルを開 く には、 デスク ト ッ

プのター ミ ナルのアイ コ ンをダブルク リ ッ ク し ます。

c コマン ド ・ プロンプ ト で以下のコマン ド を入力し ます。

cd /vaultos_file
./drdaemon -o mpath

3 NetVault Backup を介し、 ローカル ・ ア タ ッ チ ド ・ テープ ・ ラ イブ ラ リ またはス タ ン ド アロン ・ テープ ・

デバイスを検知し て追加し ます。

NetVault Database へのイ ンデッ クスの

イ ンポー ト
次の手順では、 リ カバリ用に専用 DR ターゲッ ト ・ メ デ ィ アを選択し、 イ ンデッ クスを NetVault Database にイ

ンポー ト し ます。

1 NetVault Backup WebUI の ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ ページを開きます。

2 ［デバイス管理］ ページで、 バッ クア ッ プ中に使用された メ デ ィ ア （BMRMedia など） を含んでいて、 現

在は 「FOREIGN」 とい う マークが付けられている ド ラ イブまたはスロ ッ ト の ［デバイス管理］ アイ コ ン

を ク リ ッ ク し ます。

3 ［テープ ・ ド ラ イブ管理］ ページで、 ［スキャ ン］ を ク リ ッ ク し ます。

NetVault Backup は、 「FOREIGN」 メ デ ィ アに格納されているバッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスを NetVault 
Database にイ ンポー ト し ます。

メ モ ： -o mpath および -p port_number オプシ ョ ンは併用する こ とができます。
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リ ス ト ア先デ ィ スクへのアクセス と可用
性の検証
次のステ ッ プでは、 新規またはターゲッ ト NetVault Backup Server へのアクセス とデ ィ スクの可用性を検証し ま

す。

1 NetVault Backup WebUI から、 ［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページを開きます。

2 NetVault Backup Server ノ ー ド をダブルク リ ッ ク し ます。

3 Plug-in Server （「VaultDR APM」 のラベル付き） をダブルク リ ッ ク し て開きます。

4 ［self］ ノ ー ド をダブルク リ ッ クする と、 この NetVault Backup Server にあるすべてのデ ィ スク ・ デバイ

スの情報が表示されます。

ソース NetVault Backup Server のリ カバリ
リ カバリ処理の最終手順と し て、 オ リ ジナル NetVault Backup Server のオフ ラ イ ン ・ バッ クア ッ プを、 新規また

はターゲッ ト NetVault Backup Server へリ ス ト ア し ます。 サーバーを リ カバリするには、 以下の ト ピ ッ クで説明

する手順を完了する必要があり ます。

• リ カバリの前提条件

• リ ス ト ア対象データの選択

• リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定

• リ ス ト ア ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行

リ カバリの前提条件
DR リ ス ト ア手順は非常にデリ ケー ト な作業です。 DR リ ス ト アを設定し て実行するには、 以下の前提条件を満

たす必要があり ます。

• デバイス ・ フ ァ イル名を一致させる ： NetVault Bare Metal Recovery Client 上のターゲッ ト ・ デバイス名

（Disk 0 （IDE） など） がバッ クア ッ プ時の名前と一致し ている必要があり ます。

• デバイス ・ サイズとデ ィ スク ・ ジオ メ ト リ情報を収集し て メ モする ： この情報は、 バッ クア ッ プの前に
メ モ し てお く 必要があり ます。 この情報は、 リ ス ト ア時にすぐに参照できるよ う にし て く だ さい。

重要： 利用可能なディスクがひとつもない場合、リカバリ・プロセスを続行することができませ
ん。

注意： バックアップとリストアでシステム・デバイスに違いがなくとも、ディスクの順番が異なる場合が
あります。このため、名前を変更せずにデータのリストアを実行すると、ディスク内に保存されていた既
存データがすべて失われます。バックアップとリストアにおける物理ディスクの情報を比較するには、
バックアップ時にディスク・ジオメトリとディスク・サイズをメモします。 
 
バージョン1.1.6以降では、［セレクション・セット作成］ページにあるターゲット・ディスクのディスク

IDと、［NetVault Backupセレクション］ページにある同じディスクのディスクIDも比較されます。 

 
Questでは、NetVault Bare Metal Recovery for NetVault Backupサーバを起動する前に、重要なデータを含む

すべてのディスクをサーバから接続解除することをお勧めします。

重要： DRバックアップを移動する場合、新しい移動先にインストールされているハード・ディス

クに、元のターゲットのハード・ディスクと同じ名前を付ける必要があります。
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リ ス ト ア対象データの選択
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 — セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から

［VaultDR APM］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト のテーブルに表示されている項目を さ らにフ ィ ルタ リ ングするには、 ［ク ラ イアン ト ］、 ［日
付］、 ［ジ ョ ブ ID］ リ ス ト を使用し ます。

表にはセーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト ID）、 作成日時、 およびサイズが表示されま

す。 デフ ォル ト で、 リ ス ト は ［作成日］ 列でソー ト されます。

4 セーブセ ッ ト の表で、 適切な項目を選択し ます。

セーブセ ッ ト を選択する と、 以下の情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・

タ イ ト ル、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、 増分
バッ クア ッ プかど うか、 アーカ イブかど うか、 セーブセ ッ ト のサイズ、 スナ ッ プシ ョ ッ ト ベースのバッ
クア ッ プかど うかなど。

5 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［セレ クシ ョ ン セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト アするデータ を選択し ます。

リ ス ト ア対象と し て、 単一のデ ィ スク、 すべてのデ ィ スク、 すべてのパーテ ィ シ ョ ン、 または各デ ィ ス
クの単一のパーテ ィ シ ョ ンを選択し ます。

リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定
［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し て、 ［オプシ ョ ン］ タ
ブで以下のパラ メ ータ を設定し ます。

• 物理マシンが、 選択し た リ ス ト ア ・ タ イプになっている こ と を確認し ます。

• ［物理リ カバリ ・ オプシ ョ ン］ セクシ ョ ンの ［リ ス ト ア名］ ボ ッ クスで、 正しい名前が表示されている こ
と を確認し ます。

このフ ィ ールド にはデフ ォル ト で、 バッ クア ッ プ元の NetVault Backup Server 名 （［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ

ト 作成］ ページで選択し たバッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト から決定される名前） が表示されます。 この名
前は、 事前に設定し た特定の IP ア ド レスに関連付けられています。 デフ ォル ト 設定をそのまま使用する

と、 選択し たデータは、 バッ クア ッ プ元のマシン と同じ情報を使用し ているマシンに リ ス ト ア されます。

リ ス ト ア ・ ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行
最終ステ ッ プには、 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ ページの追加オプシ ョ ン設
定、 ジ ョ ブの実行、 および ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ と ［ログ参照］ ページからの進捗状況の監視が含まれていま
す。 これらのページ とオプシ ョ ンは、 すべての NetVault Backup プラグイ ンに共通し ています。 詳し く は、

『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

1 設定を保存するには、 ［OK］、 続いて ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デフ ォル ト 設定を使用し ない場合は、 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

進捗状況を監視する際にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を割り当てます。 ジ ョ ブ名
には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 英語以外の文字を含める こ とはできません。 Linux の

場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows の場合、 長さ制限はあり ません。 ただ し、 すべてのプ ラ ッ

ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

3 ［ク ラ イアン ト 指定］ リ ス ト で、 データ を リ ス ト アするマシンを選択し ます。

ヒント： ［選択］をクリックして、［クライアント指定選択］ダイアログ・ボックスから適切なク
ライアントを検索、選択することもできます。
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4 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使って、 その他の必要なオプ
シ ョ ンを設定し ます。

5 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。
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弊社について
弊社の社名は単なる名前ではありません
弊社は、 お客様が情報技術をよ り有効に活用できる方法を常に探し ています。 そのために、 IT 管理にかかる時間

を節約し、 ビジネスの革新に多 く の時間を費やすこ とができるよ う なソ フ ト ウ ェ ア ・ ソ リ ューシ ョ ンを コ ミ ュニ
テ ィ 主導で構築し ています。 データ ・ セン ターの近代化と ク ラウ ド の早期利用を支援し、 データ を活用し たビジ
ネスを成長させるために必要な専門知識、 セキュ リ テ ィ 、 アクセシビ リ テ ィ を提供し ます。 Quest は、 革新の一

環と し てお客様をグローバル ・ コ ミ ュニテ ィ に招き入れ、 さ らに顧客満足度を確保するために努力し ながら、 お
客様の現状に実際にイ ンパク ト を与え、 誇ら しい遺産を残すこ とができる ソ リ ューシ ョ ンを提供し続けていま
す。 弊社は新しいソ フ ト ウ ェ ア会社へと変革する こ と で現状に挑戦し ています。 弊社は、 お客様のパー ト ナーと
し て、 お客様主体でお客様に適し た情報技術を設計できるよ う に精力的に努力し ています。 これは弊社の使命で
あり、 お客様と一緒に取り組みます。 新しい Quest へよ う こそ。 お客様は、 Join the Innovation™ （革新的な世

界への参加） に招待されま し た。

弊社のブランド、弊社のビジョン。お客
様と共に。
弊社のロゴは、 革新、 コ ミ ュニテ ィ 、 サポー ト とい う弊社の主題を表し ています。 この主題の重要な部分は、 Q
とい う文字で始ま り ます。 それは完全な円であり、 技術的な正確さ と強さへの約束を表し ます。 Q 自体の中にあ

る空間は、 不足し ている構成要素 （つま り お客様） がコ ミ ュニテ ィ および新しい Quest に加わる必要がある こ

と を象徴し ています。

Questへのお問い合わせ
販売その他に関するご質問については、 www.quest.com/jp-ja を参照し て く だ さい。

テクニカル・サポート用リソース
テ クニカル ・ サポー ト は、 Quest の有効な保守契約を締結し ている場合、 または試用版を保有し ている場合にご

利用いただけます。 Quest サポー ト ・ ポータル （https://support.quest.com/ja-jp） にアクセスする こ とができま

す。

サポー ト ・ ポータルには、 問題を自主的にすばや く 解決するために使用できるセルフヘルプ ・ ツールがあ り、
24 時間 365 日ご利用いただけます。 サポー ト ・ ポータルでは次のこ と を実行できます。

• サービス ・ リ クエス ト の送信と管理。

• ナレ ッ ジベース記事の参照。

• 製品に関するお知らせへの登録。

• ソ フ ト ウ ェ ア と技術文書のダウンロー ド。
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• 入門ビデオの閲覧。

• コ ミ ュニテ ィ ・ デ ィ スカ ッ シ ョ ンへの参加。

• サポー ト ・ エンジニア とのオン ラ イ ン ・ チャ ッ ト 。

• 製品に関する支援サービスの表示。
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